
ＮＰＯ法人　旅人とたいようの会

　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームサンヴェール大垣

    2 目標達成計画 作成日：　令和　　4年　9月　24日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

コロナ禍で職員をグループに分け、DVD視聴やグ
ループワーク等で工夫して研修を実施している
が、内容、実施日や参加者等を記し、身体拘束へ
の理解がさらに向上することを期待したい。

研修を実施するだけでなく、記録を正確に残し保
管する

年に2回、身体拘束廃止委員会による施設内研
修を全職員が受講している。研修日時を数日間
設定し、グループ分けして受講している。職員が
どの研修に参加したか確認できるように、研修記
録を整備する。

6ヶ月

2 35

福祉避難所として備蓄等の対策もできているが、
日頃から地域との協力体制が得られるような働き
かけが望まれる。

避難訓練等の実施の際には、自治会の方にも参
加して頂く。

年度初めには、運営推進会議において年間計画
をお伝えする。避難訓練については、自治会長
にもお伝えし、一緒に参加して頂けるように働き
かけを行っていく。※コロナウイルス感染症の感
染状況を見て行っていく。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入
します。
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